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出席者：(委員) 石井会長・鈴木副会長・古川委員・長谷川委員・山本委員 

        伊東委員・根岸委員・竹内委員・井関委員 

    (市)  阿部部長・山田次長・米村課長・長尾主査・三好主査・藤本主任 

 

傍聴者：なし 

 

〇事務局   定刻となりましたので、ただいまから第１回クリーン北広島推進審議会を

開催させていただきます。会長が選出され議事進行を行うまでの間、進行を務

めさせていただきます市民環境部次長の山田です。どうぞよろしくお願いい

たします。この後の会議につきましては、配布させていただきました会議次第

に基づき進めさせていただきます。それでは、はじめに、本日の審議会につい

てご報告させていただきますが、開会時点で、委員定数１０名のところ、出席

者が９名となっておりますので、北広島市廃棄物の処理及び清掃に関する条

例施行規則第２条第５項の規定により本審議会が成立していることを報告い

たします。それでは次に、次第の２「委嘱書交付」を行います。本来は上野市

長からお渡しさせていただくところでありますが、急遽所用が入っておりま

すので、阿部市民環境部長から皆様に委嘱書を交付いたします。 

 

委嘱書交付 

 

〇事務局   それでは、次第の３「市長挨拶」を行います。阿部部長から市長挨拶を代読

申し上げます。 

 

市長挨拶 

 

〇事務局   次に、次第の４「委員紹介」を行います。本日の会議は、第１回目の開催で

す。お一人ずつ委員の皆様のお名前をお呼びしますので、一言ご挨拶をお願い

いたします。 

 

委員紹介 

 

〇事務局   次に、事務局について紹介させていただきます。 

 

事務局紹介 

 

〇事務局   それでは、次に次第の５「会長・副会長の選出」を行います。会長・副会長
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につきましては、北広島市廃棄物の処理及び清掃に関する条例施行規則第２

条第１項の規定に基づき、委員の互選により選任することとなっております。

選出方法についてどなたか、ご意見はございませんか。 

(「事務局推薦」と発言する者あり) 

       事務局推薦との発言がありました。皆さまよろしいでしょうか。 

(「異議なし」と発言する者あり) 

      それでは、事務局から推薦させていただきます。会長に北海道大学教授       

      石井一英委員に、副会長に星槎道都大学教授鈴木重政委員にお願いしたいと 

存じますが、いかがでしょうか。 

(「異議なし」と発言する者あり) 

それでは、そのように決定させていただきます。 

 

〇事務局   それでは、次第の６「会長・副会長挨拶」を行います。石井会長、鈴木副会

長、順に就任のご挨拶をお願いします。 

 

会長・副会長挨拶 

 

〇事務局   ありがとうございました。それでは、次第の７「議事」に進みたいと思いま

す。石井会長は、会長席に移動をお願いいたします。 

それでは、条例施行規則に基づき、以後の進行を石井会長にお願いいたします。

石井会長よろしくお願いいたします。 

 

〇会長    それでは、まず、本日の議事録署名委員の指名を行いたいと思います。署名 

委員として名簿順に古川委員と長谷川委員にお願いいたします。次に、会議の 

公開について、確認いたします。北広島市情報公開条例第２０条の規定では、 

附属機関の会議は公開するものとする、とされていますので、本審議会につき 

ましても、原則公開といたしたいと考えますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

「異議なし」との発言がありましたので、原則公開とさせていただきます。 

      次に、報告事項に入ります。（１）報告事項・ア・北広島市清掃事業概要につ 

いて、事務局から説明願います。 

 

○事務局   

 

北広島市清掃事業概要について説明 
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○会長    ありがとうございました。初めての委員の方もいらっしゃると思います。 

まずは分からないところ等質問いただきますと幸いです。 

 

○委員 B   分からないところではないのですが、23 ページの資源回収は、平成 29 年か

ら令和 3 年度まで合計するとあまり変わっていませんが、奨励金も要因にな

って、自治会、子ども会、PTA などいろいろな関係団体が、集団回収を行っ

ているので引き続き力を入れてもらうのがいいのではないかと思っています。 

 

○会長    ありがとうございます。 

 

○事務局   引き続き行う予定でおります。 

 

○委員F   令和3年度の総量が、前の年度に比べて13万くらい少ないのはなぜですか。 

 

○事務局   恐らくコロナの影響もあるかとは思いますが、毎年集める量自体が少しず

つ減ってきております。要因までははっきりしないのですが、コロナは下がり

幅として一つの要因等はあると思います。それ以外もあるのではと考えてお

ります。 

 

○会長    今のご指摘は集団回収量が減っているということでしょうか。 

 

○委員 F   例えば新聞などの媒体が減っているという要因もあると思いました。 

 

○会長    どの市町村も、集団資源回収量、資源物といわれるリサイクルは段ボールな

どを含めて、以前は市町村のみの収集でしたが、最近はスーパーなど店頭回収

があります。北広島市には無いが循環コンビニなど、それに類するようなお店

が多くあり、市町村ルートではなく民間ルートに資源が流れていますので、市

町村が集めるものが少しずつ減少しているのが現状です。このデータを見て

みると、減っています。もう少し頑張ればいいのではないかと思えますが、実

際はそうではなく、民間ルートに流れている場合が多いです。生活に多様性が

ありますので、ごみステーションや集団回収に出さずに買物に行ったついで

に車で出す、あるいは夜遅くでも出せるような多様な資源回収がされている

結果、最近どの市町村でもこのような数字は下がり、リサイクル率がそれ以上

上がらないというような現象があるのが現状です。 

そこだけ見て駄目だということではなく本当は総量を見なければならない

のですが、民間ルートの数や、数量や重さが市町村としてなかなか追えないの
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で、数字だけ見るとこのようになります。 

 

○委員 A   自治会のごみステーションの件ですが、ルールを守らないごみについては、

回収せず月末に回収していると思いますが、自治会へのそのようなことに対

する原因と指導はどのように行っていますか。私がごみを出すときは担当の

人が来ていますが、早朝に車でおろして行く人がいました。かなり悪質なごみ

を出している人がいるのではないかという気がするので通常の時間帯の見守

りよりもそのような対策はどうしたらいいのか聞きたいと思いました。 

 

○会長    事務局いかがでしょうか。 

 

○事務局    例えば、排出したごみの中にその方の名前など分かるものがあった際に

は環境課でも、こういうことをしてはいけないですと指導することはあり

ますが、あまり名前が書いてあるようなものを入れたりはしないものです

から、明るみにはなりづらいというところはあるかと思います。また、町内

会さんや環境課が見ている早朝ではなくて深夜に出すなど、多種多様な状

態ではあります。悪質な場合には警察にも相談して解決するような例もあ

りますが、やはり全体の中では、一部というのが現実かと思います。不適正

排出物に関しましては悪意なく間違ってしまったという方もいらっしゃい

ますので、一定期間は、ごみステーションにおいて間違いでしたら、ご自身

で出し直していただくということを念頭に置いて制度をつくっております。 

 

○会長    ありがとうございます。本日も、不適正ごみの取扱いについて後ほど資料に

ルール変更に伴う考え方が出てきます。毎回この審議会でも必ず不適正排出

の問題が取り沙汰されています。このような話をやめようではなく、話し合い

をしていただければと思います。1 番身近なところで大事なところだと思いま

す。ありがとうございます。 

 

○委員 D   30 ページの普通ごみに占める生ごみの割合で、平成 29 年度が 26%だった

が 30%台に上がっています。これはどう解釈したらいいですか。そのように

増えているという感覚はないのですが、ミックスペーパーを分離して出すこ

とに伴って、普通ごみの中に占める生ごみの割合が相対的に増えたという解

釈で良いでしょうか。それとも生ごみが実際増えているのでしょうか。また普

通ごみに増えているのでしょうか。 

 

○事務局   家庭系の生ごみの推移については若干減っているケースはありますが、そ
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れは人口の減少の部分が大きいと思うので、決して一人当たりの出す生ごみ

の量が減っているという形では考えておりません。委員Ｄさんのおっしゃる

とおり、ほかにミックスペーパーや資源の分別などが進んでいることもあり、

生ごみの重量が相対的に増えているなどの要因は確かに考えられるかとは思

います。 

 

 

○会長    ありがとうございます。30 ページを見ていただければと思います。私が冒

頭で言った家庭系の普通ごみの組成分析です。その中に本来生ごみとして分

別されるものが、30%まだ混入しますということです。それから本来資源ごみ

として分別されるべきものが21.65%あります。また、拠点回収で本来集める、

その他の紙類や布類が 20.22%あります。それらを合わせると、約 70%のごみ

は実際にはここに来ないごみですと書いてあります。全部で協力することは

なかなか難しいかもしれませんが、まだここにのびしろがあるということで

す。これから焼却量を減らすという観点から、資源化を増やしていくというよ

うな工夫や、説明会などで、データがあるので見える化をして、今回ごみ袋の

金額が上がりますが、このようにすると、今までどおりのごみ袋の金額でごみ

出しが出来ますとアピールが出来たらいいと思います。そのような観点を忘

れないでいただければと思います。お願いします。 

        

○委員 D   今の話は非常に貴重な話だと自治会の会員として思いました。生ごみが

30%も入っていることは、非常に問題だと思います。自治会に直接伝えている

のか回覧版なのか、どのように指導しているのかはわかりませんが、回覧版を

読まない人はたくさんいます。自治会の会長か総務かはわかりませんが、口頭

で指導するなど、もう少し説明をしたほうが徹底されるのではないかと思い

ますが、どのようにしているのか説明をお願いします。 

 

○事務局   生ごみの分別の促進ですが、こちらは以前からの課題として、環境課でも取

り組んでまいりました。以前は朝 6 時ぐらいからごみステーションに立って、

来られる方に生ごみの分別をお願いしますというチラシをお渡しして、ごみ

で困っていることのお話をしながら、生ごみ分別のコツなどを、個々人にお伝

えするということで取組を進めてきました。コロナに入りまして、接触を避け

ましょうということで、近年では出来ていませんでしたが、今回のごみの処理

方法の変更に伴いまして、生ごみの分別についても、後ほど説明しますが、処

理手数料を 1 リットル 2 円から 3 円に改定する中で、生ごみは 2 円のまま据

置きということで引き続き分別の促進に努めてまいりますので、説明会等に
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おいても、お願いをしていきたいと考えております。自治会・町内会向けには、

特にそういったものを監視してもらうというところではないのでお願いはし

てないのですけれど、市民の皆さん全員にお願いしているという状況にあり

ます。 

 

○会長    行政は精一杯やっている。市民の方もやっている人はやっているけれども、

やってない人はやってない。やってない人たちのほとんどの人は、行政の言う

ことはあまり届いてない構造になっておりまして、仕方がないのですが、今回

の説明会や、今回のシステムが変わるときに市として、うまく環境のブームを

つくるといいますか、脱炭素、カーボンニュートラルや、あるいは今環境省で

ネイチャーポジティブということで、生物多様性のことも随分言っています。

環境のことは生ごみ、脱炭素、生物多様性と別々ではなく、全部つながってい

ます。そのようなことを含めながら、今回ごみの説明だけではなく、環境全体

で何か取り組んでいく雰囲気づくりと盛り上げ方をすることによって、結果

的に生ごみの分別、３R が進む、あるいは、不適正排出が減るなど、環境行政

全般的に持っていくというととかくシステムチェンジでごみ袋の話だけにな

りがちですが、1 番大事なところでずっとその上位のところを市民に伝えるこ

とによって、普段の生活でやらなければならないことの中の一つのごみの分

別が改善されるような、説明の仕方もあると思いますので、ご検討いただけれ

ばと思います。後で全般的なお話ができればと思いますので、次に進めさせて

いただきたいと思います。令和 6 年度からの焼却処理に伴う各種施策の進捗

状況についてお願いいたします。 

 

○事務局    

令和 6 年度からの焼却処理に伴う各種施策の進捗状況について説明 

 

○会長    ありがとうございました。いろいろなご意見があると思います。お願いしま

す。 

 

○委員 F   4 番の市公式 LINE（ライン）について、私も最近活用するようになりまし

たが、利用者数の把握は出来ていますか。 

 

○事務局   把握は出来ていませんが、政策広報課で現在、集計してアクセス数を出して

いると思いますので、確認できると思います。分別については、チャットボッ

トに入力していただいて、回答として返ってこなかった言葉につきましては

環境課にフィードバックされる仕組みになっておりますので、そちらについ
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ては項目を増やすなど、その項目について説明を記載するなどの形で毎月改

訂していくような形で検討しているところとなっております。 

 

○会長    早くしてほしいのと、利用してくださいと伝えなければならないと思いま

す。よろしくお願いします。そのほかございませんか。お願いします。 

 

○委員 B   4 点ほど。まず 1 点目ですが、1 ページに 4 月から説明会が始まっています

が、老人会に単独でご案内をしているのか、それとも町内会に案内して、老人

会もその中に入って案内しているのですか。老人会、老人クラブは、集まりが

週に 1 回あり、まめに老人会に働きかけたら効果があるのではないかと思い

ます。町内会にすると老人クラブも全部、町内の会員にまとめてしまうので、

案内を老人会に単独にしたほうが高齢者の方々にとってはいいのではないか

と思います。4 番の来年の 4 月以降に市の職員の方が、立会するということで

すが、期間はどれくらいになるのか、はっきりしたほうが良いと思います。長

くついてもらうようになるのは大変困るのではないかと思います。ごみの問

題はやはり自治会の問題が 1 番大きいので、期間をはっきり決めたほうがい

いのではないかと思います。他に、4 その他のところで、販売店の周知ですが、

ごみ袋は 10 枚 1 組で販売なのか、それとも例えば 3 枚とか 5 枚など、10 枚

は要らないが、3 枚ぐらい欲しいなど特に独身の方や若い世代ではそういうこ

ともあります。10 枚 1 組で販売するのかということも検討していただきたい

と思います。また小・中学校向けの啓発ということで、「きたひろ子どもごみ

通信(仮)」ですが、環境課と教育委員会がタイアップして、環境問題について

標語やポスター、エコクッキングということで、環境問題に関わることを学校

に入って教育委員会の協力を得ながら行っています。それをもう少し活かし

て、「きたひろ子どもごみ通信(仮)」も、授業の中などで必要なときに子ども

に渡すだけでなく、学校としても活用してもらうように働きかけたらいいの

ではないかと思いました。 

 

○会長    ありがとうございます。今の件で事務局からコメントありますか。 

 

○事務局   まず 1 点目の部分で老人クラブ単独に案内を出したほうがいいのではない

かという点ですが、単独での案内等は出していませんが、自治会、町内会、老

人クラブからも、出前講座のお話はいただいておりますので、そちらについて

は今後、市としても考えていきます。2 点目が令和 6 年 4 月以降の予定という

ことで職員の立会の点ですけれども、期間については、決めたほうがいいと思

いますので検討したいと思います。平成 20 年のときの立会では、大体 9 月の
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中旬ぐらいから 10 月の中旬ぐらいまで、たしか前後 2 週間ぐらいの間隔で行

っていたと思いますので、そういった部分等も参考にしていきたいと考えて

おります。3 点目の販売先での周知で、ごみ袋で 10 枚 1 組なのか 3 枚なのか

5 枚なのかというお話がありましたが、10 枚 1 組で売っているところも、ば

ら売りをしている店舗もあり、クリーンタウン北広島の 4 ページに載せてお

ります。バラ売りの店舗を増やしてほしいなどの話があるかと思いますが、商

工会を通して、販売店の協力のもとに販売していただいている部分もありま

すし、バラ売りだと在庫管理が大変といった部分もありますので、引き続き店

舗にはお願いしたいと考えております。それから 4 点目のごみ通信の部分の

「きたひろ子どもごみ通信(仮)」のお話がありましたけれども、小学校や中学

校等については出前講座で市から行く機会もございますので、実際に説明す

ることも必要なのではないかということで考えております。出前講座は今後

も続ける予定としておりますので、周知の方法を検討していきたいと考えて

おります。 

 

○会長    ありがとうございます。今の件でどれぐらいの期間見回るかについて、前回

の話がありましたが、前回の反省を生かすべきと思っています。きちんとやっ

てくれるところは長く行く必要はないと思います。なかなか難しい地域もあ

ると聞いていますのでそういうところは徹底的に行く、最初が大事だと思う

ので、1 通り見て定着してきたというところまではしっかりと見回ったほうが

いいのではないかと思います。特に、先ほど、差額を払って出さなければいけ

ないというところは分別よりも、金額がかかるところで結構クリティカルな

ところがあるので、しっかりその辺をしたほうがいいと思いました。 

 

○事務局   前回の有料化のときは、週 2 日の収集だったので、それだけ立っていれば

よかったのですが、今回週 5 日収集ということになりますので 2.5 倍立つ日が

増えるということにもなります。実際の運用としては、職員課を通じて、何日

の何時から何時まで、どこのごみステーションに立ってくれる職員を集めて

くださいという依頼をかけて、ある程度シフトを組んで行うような形になり

ます。委員Ｂさんがご心配されたのは、いつまでも続けたら大変だという部分

かと思います。確かにそのとおりかと思います。状況に応じて、終わりそうな

地区のところは手厚く見るだとか、そういったようなシフト構成等も考えて

いきたいと考えております。 

 

○委員 D   2 番目の新分別冊子のところで、新たにリサイクル店等の情報の掲載につい

て検討することについて、こちらは個人的にも期待しております。遺品整理、



10 

 

生前整理をテーマにした講演会で、大勢の方が、具体的にどこに出したら活用

されるのかお店のことについて随分問合せがありましたので大変期待してい

るところです。リサイクル店は北広島市内の店舗に限るのでしょうか。それと

も、西の里だと、上野幌や新札幌が近いということもありますし大曲だと福住

と接触していますから、できれば市内だけではなく周辺のリサイクル店も紹

介してもらえたらと思います。 

 

○事務局   市内だと店舗自体も少ないということはありますので、周辺の部分につい

ての掲載も検討していきたいと考えております。 

 

○会長    ありがとうございます。 

 

○委員 G   危険性のあるごみについてお尋ねしたいと思います。1 番困ったのがボタン

電池です。コロナで、体温計や様々なものがボタン電池で、今まで詳しく見て

いなく電池と一緒に出していました。このたびいろいろな電池が切れて、調べ

たら北広島市は、収集していません。各自治体でいろいろと違うようですが、

西の里ではお年寄りなど、ボタン電池をお店に捨てに行くことは出来ない人

たちが多いです。なぜ電池は収集出来て、ボタン電池は収集出来ないのかお尋

ねしたいです。今後、回収していただける可能性があればいいと思いますが、

調べたら自治体でも収集しているところもあれば、お店に持っていってくだ

さいというところもあったのでお尋ねしたいと思います。ボタン電池はパッ

カー車で火災が起きることが結構多いです。北広島市もあるかと思います。捨

て方は、分かっているようで、まだきちんと分かってないと思います。こちら

の分別の目次に入れるときは細かく、丁寧に子どもでも分かるような、また私

たち大人と年寄りも分かるような説明をしていただきたいと思うのと、危険

性のあるのは電池もセロテープを貼ったほうがいいというお話もあったので

すが、そこまでしなくても本当に大丈夫なのかをお尋ねしたいと思っていま

す。 

 

○会長    ありがとうございます。日本全国で大問題になっています。事務局いかがで

しょうか。 

 

○事務局   ボタン電池の取扱いですが、昨年 10 月から取扱いを変えまして、ごみステ

ーション収集に出せるように変更されております。普通ごみの中に入れてパ

ッカー車の中で火事になるということがないように、無料のごみの分別区分

である、有害ごみに入れていただくよう変更されております。テープのような
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ものを貼って、発火するということがないように、一応絶縁をしてくださいと

周知させていただいております。 

 

○会長    今回の説明で、そのようなことも含めて説明していただければと思います

し、実はおもちゃなどボタン電池が入っているが、とり出せない構造のものが

たくさんあります。小型家電リサイクルに出せばいいのでしょうが、そうでな

いものは必然的にこれから焼却ごみに入っていきます。我々の学会の中でも

問題になっているというところであります。 

 

○委員 A   新しいごみの改訂点を見ると、週 2 回のごみ出しが今度週 5 日になります。

反対する人がたくさんいるのではないかと想像されますが、このピンチをチ

ャンスに変える部分もあると思います。北広島市の防災では、避難所に入れる

人数は大体市民の 3 割ぐらいしか入れません。残りの 7 割は、自治会中心に

何週間が耐え忍ばなければならないです。皆で助け合うという意味では、週 2

回だと、この家の安否が大丈夫かなど、元気かということが分からないが、5

日になると話すチャンスが増えるという意味では、町内が仲よくなる部分が

生かせるので、お互いにみんなが支え合うような、いいきっかけになるのでは

ないかなと思います。この説明会や出前講座などの時に、各自治会の会長や総

務の方々を呼んで、このようなメリットもありますと伝えたほうがいいと思

います。この 5 日というのは絶対一歩も引かないで覚悟を持って説得して、み

んなに説明してもらいたいと思います。 

 

○会長    5 日問題について補足してください。 

 

○事務局   実際に 5 日の収集運搬体制は決定しておりますので、こちらに関しては市

でも説明しています。メリットとしては、現在週 2 回なので一度に持っていく

ごみの量が多いです。特に後半の収集日が、びん・缶・ペットボトル、プラ製

容器など非常に多いと思います。週 5 日になるという点では、一度に持ってい

くごみの量が減るということと、毎回ではなく、ごみがたまったらたまったと

きのごみを出すことによって、ライフスタイルとして選べるといったメリッ

トもありますと話をしております。委員Ａさんがおっしゃったように、確かに

そういったチャンスもあるということなので、説明会ではメリット等も含め

ましてもう一度内容等を、市でも吟味していきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

 

○会長    5 回出しに行かなければならないのではなく、5 回出せるという意味ですの
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でよろしくお願いいたします。そのほかございませんでしょうか。 

 

○委員 B   1 ページの、この説明会が 12 月から 3 月までに全自治会には、幅広く説明

すると思いますが、町内会にもう少し早めに説明したほうがいいと思います。

私たちの団体で 4 月に説明を受けましたが、1 時間弱で大変分かりやすかった

です。パワーポイントで映像を映しながら資料も手元にあり、簡潔に説明して

いました。私は委員で 70 から 80 人の参加者がいましたが、説明が本当に分

かりやすかったという話が出ていました。以前は口頭だけでの説明でしたが、

今は資料もあり見た目も大きくて、ポイントだけを説明していました。12 月

の説明会を少し早めに始めたほうがいいのではないかと思いました。 

 

○事務局   12 月から 3 月までの説明会については、新しい分別区分冊子が出来てから

完全決定事項の本格的な説明会ということですので、その前でも例えば市内 5

地区で自由に参加できる説明会も行いますし、出前講座など市で企画してい

る説明会等は行っていきたいという形で考えております。実際に市で行う説

明会につきましても、資料をお配りしてパワーポイントで説明するという形

で、現在の出前講座も含めて行っておりますので、ポイントの説明を中心にし

ていきたいという形で考えております。よろしくお願いいたします。 

 

○委員 H   1 ページの開催（1）から（5）までありますが、（3）までは 3 月までという

ことで、（4）から変わります。問合せが増えると思いますが、この問合せの対

応と（4）からの説明会の内容も若干変わると思いますが、それについて説明

いただきたいと思います。もう一つは、3 ページの周知啓発のところで、ウの

販売店についてです。こちらに商工会の方もいらっしゃいますが、私も商工会

の仕事をしていまして、1 年間の活動を評価する立場でいろいろ厳しく評価を

下しています。ごみの収集が変わりますが、商工会では周知していますかとい

うことを聞いたら、販売店の手数料が安過ぎるので上げてあげてほしいと言

われました。販売店の手数料を知っているかと言われましたが、審議会でも、

販売店の手数料の話が出なかったので私は知りませんでした。販売店の手数

料と、販売店からはそれに対して不満はないのかということをお聞きしたい

と思います。 

 

○事務局   まず 1 点目で（4）の令和 6 年 4 月以降からの出前講座など説明会の部分で

すが、こちらは広域化が開始した後ですので、当然色々な課題等が出てきます。

そのような課題等を踏まえて内容は説明したいということで考えております。

また、4 月に人事異動もありますので、そのような点で説明がおろそかになら
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ないように市としても、気をつけていきたいと考えております。販売店の手数

料の点ですが、こちらは、商工会に市が、その手数料の収納管理を委託してい

るような形になっております。率としては商工会が消費税含めて 2.2%、販売

店の率が消費税含めて 8.8%になっております。 

 

○事務局   私から補足です。委員Ｈさんがご心配されている、来年 4 月からの体制で、

人事異動があると事務局から申し上げましたが、恐らくたくさんの問合せが

来ると思います。我々今年度 3 月まで一生懸命周知啓発するつもりですが、4

月になって、ごみを今までのピンクの袋で出したら、残っていると。みんな緑

の袋で出しているなという方が恐らく、来年の 4 月以降も一定程度、出るとは

思います。こちらのほうをいかに減らしていくかというのは今年度の肝だと

思っていますがそういった中で、恐らく多くの問合せの電話等が来ると思い

ますので人的な体制、環境課だけではどうしようもないところではあるとは

思いますが、そういったところもしっかりと要求はしていきたいと考えてお

ります。また、販売手数料のところで店舗さんから、不満はないのかというお

話もありましたが、今のところ、我々には直接入ってはいないところではあり

ます。ただ、有料化が始まってから率は変わってはいないので、恐らく人件費

など物件費の伸び幅もありますので、そういったところはあるのかもしれな

いとは、感じてはいます。 

 

○委員 H   分かりました。商工会は大変だと直接言われて、在庫管理など、商工会と販

売店ということで二つあるというのは、今初めて知りました。商工会の言い分

が分かりました。 

 

○会長    1 の説明会等の開催の部分で、9 月から 11 月までの実施が、自由に参加で

きるということですが本番は 12 月からなので、9 月から 11 月までは、助燃の

ような感じで、まだ火がつかないところで結構もったいない時期だとは思い

ます。6 月に環境ひろばもあるようですし、夏の催物もあると思います。先ほ

ど、委員Ａさんからも、自治会にきちんと説明するべきだというアドバイスも

いただきましたので、市内 5 地区で自由に参加できるが集客を工夫するなど、

自治会の方に来てくださいと、自由と書いてありますが、実質は 12 月からの

個別の説明会の前段階をしているという意識でされたほうがいいという気が

します。意外と 9 月から 11 月までは大事だと思います。12 月になると、個別

論になります。この袋でこれを出してあれを出してと、9 月から 11 月までは

なぜ分別が必要なのか、資源化が必要ですなど、まだ北広島にはこれだけ資源

化できるごみがありますと、そういったことを多く言えるのが、この 9 月から
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11 月までの時間だと思います。12 月になると説明になるので、ぜひともその

必要性となぜやるのかなど、あるいは分別したときのメリットなど、5 日にな

るときのデメリットも含めて、そのような話をできるだけ前半にして、12 月

からは、個別の細かい分別の仕方を周知するというようなことを 2 段階で構

えて、1 段階目が少しパワー不足という気もします。私が 1 番懸念するのは、

焼却するから、分別しなくてもいいという人が必ず出てくることです。何でも

燃やせばいいということや、値上げしたので、お金を払っているから何を出し

てもいい、こういう人が必ず出てくると思います。そうではないというところ

をしっかりと言っていかなければいけません。それから委員Ｈからもお話が

ありましたが、令和 6 年度以降で立会いをするというところと、問合せ対応が

あります。もう分別は変わりましたという説明会的なものです。令和 6 年から

7 年度に向けての活動もこのようなやり方が定着するという意味では大事か

と思いますので、そこをシームレスに考えて、今から何となく 3 月までやった

ら力尽きそうな感じがします。続けていけるような体制でお願いしたいと思

います。 

 

○事務局   9 月から 11 月までの説明会ですが、これは全自治会・町内会長宛てに出す

予定です。イメージとしては自治会・町内会の役員さんには皆さんに出ていた

だきたいという温度で案内したいと思います。委員Ａさんからも、町内会の役

員さんへの周知ということで、おっしゃっていただいておりますので、その上

でほかの一般の市民の方にも関心を持っていただいて、自由に参加していた

だけるような説明会にしたいと考えております。令和 6 年 4 月以降も、令和 6

年の 3 月でゴールではなく、令和 6 年 4 月からがスタートで、そこに向かっ

て今進んでいるという意識は、課の中で共有しておりますので、来年度以降の

説明会等についても、今からしっかりと考えながら、取りこぼしのないように、

しっかりとしていきたいというのが一つと、あとは会長にもおっしゃってい

ただきましたが、やはり分別の大切さというのは、この審議会でも以前から言

われてきたことですので今回の市民の皆さん一人一人に声をお届けする、ま

た声をいただく機会ですのでそういった機会を最大限大事にして、分別の大

切さを大きく伝えていきたいと考えております。 

 

○委員 F   今のお話に関連しますが、分別の大切さについては、ゼロカーボンシティ宣

言をしたばかりですので、ゼロカーボンシティ宣言の意味と、なぜそこに向か

っていくのかとごみ分別は非常に密接に関係しているので、説明会にはでき

ればゼロカーボンシティについて説明しながら進めてもらいたいと思います。 
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○事務局   先日、ゼロカーボンシティ宣言をさせていただきましたので、環境に力を入

れている北広島市ということを市民の皆さんと共有できるように、説明会の

中でも訴えていきたいと考えています。 

 

○委員 B   今回は出たごみを分別するということですが原点に戻って、ごみを出さな

い工夫が必要だと思います。例えばお買物袋も有料になり皆さんほとんど買

物袋を持っています。包装も簡易包装になりデパートなどでも包装がなくな

りました。ごみを出さない、使い切る、それが 1 番大事なことなので説明会の

中で、後にでも話をしてほしいと思います。 

 

○会長    ありがとうございます。初めの R はリユースですので、ぜひともよろしく

お願いいたします。次は新しいごみ分別冊子についてです。よろしくお願いい

たします。 

 

○事務局     

 事務局から新しいごみ冊子について説明 

 

○委員 G   目次ですが、分別して捨てている方はもうお分かりだと思いますが、もう少

し丁寧にしていただけたらと思います。17 ページと 18 ページの危険ごみ・有

害ごみのところに括弧書きで、危険ごみは括弧のスプレー缶ほかなど、また有

害ごみは乾電池ほかなどと、入れていただくと分かりやすいと思います。民生

委員をしていて説明すると、しっかりしている方は分かるのですけど、分から

なくなってきている方々にご説明する時に、このようなものを見せて、目次に

書いていますよと伝えたら、分かっていただけると思います。丁寧に括弧書き

で入るようでしたら、お願いしたいと思います。 

 

○事務局   目次でぱっと見て分かることも大事だと思いますので、例えば危険ごみで

したら、収集するときに、けがをする恐れのあるごみ、ガラスだとか、あとは

有害ごみも先ほどの資料の最後にご説明させていただきましたが、発火の恐

れがあるものもこちらに入れたいと考えていますので、分かりやすさという

ところで、例えば有害発火ごみということで、バッテリーなど、環境に悪影響

を及ぼすおそれのあるものといったような、分かりやすい表現をしていきた

いと考えています。 

 

○委員 B   表紙も変わるのですか。 
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○会長    リクエストか何かありますか。光沢があって見づらいなどでも。 

 

○事務局   落ちついたデザインというのも検討したいと思います。 

 

○会長    30 ページのごみを減らして手数料を減らす・ごみ減量や 3R の重要性が例

えばもう少し前のほうにあってもいいのではないかと思いました。改めて見

ると大事なことと思います。ごみが焼却処理に変わることと同じぐらい、大事

なことと思いました。また、リサイクル店の紹介も大事なことであれば、中の

ほうに埋もれるのではなくて、後ろからめくるとすぐ見えるなど工夫をした

ほうが良いと思います。先ほどの委員Ｈさんのプロモーションではないです

がナッジといって消費者の背中を押すようなやり方を上手にこの冊子に込め

ることができれば面白いと思いました。ご検討ください。 

 

○委員 A   北広島の自治会は、大体 1 月に総会があります。総会資料を 12 月に配りま

す。予算や実績などの最後のその他の項目で、今回のごみの収集のことについ

て、皆さんが注意して見ますので項目を入れてほしいと思います。総会は年に

1 番人が集まるので直接説明して、自分は聞いてないなどということがないよ

うに、皆さんに伝えましたと、自治会には強く出られるのではないかと思いま

す。その他の項目にごみの収集について記載して総会を迎えると、皆さん納得

すると思います。自治会には強く言っていただきたいなと思います。 

 

○会長    ありがとうございます。非常に貴重なご意見ですね。 

 

○事務局   ひな形みたいなものをつくって、お配りできればと思いますので、そのよう

なことも検討します。 

 

○会長    まだご意見をいただいてない委員Ｃさん、いかがでしょうか。それから、新

しく入っていただきました、委員Ｅさんいかがですか。 

 

○委員 E   気になっていた言葉が出てきましたので、一人でも多くの人に伝えて、分か

っていただきたいと思っていました。私ごとなんですが、1 年ぐらい前からや

っとミックスペーパーを同居の娘と始めましたら、随分普通ごみの量が減り

ました。会社に勤めている独身男性が多いですが、このようなことを知ってい

るか聞くと知らないと言っていました。先生がおっしゃっていたようにお金

を払えば何でもいいでしょうと思う雰囲気は十分出てくると思います。有料

の袋に入れているので、迷惑はかけてないということは絶対あるだろうと想
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像出来ます。ミックスペーパーの袋ですが、スイカの箱にちょうど入る大きさ

だったので、その中に入れていますがすぐには袋がたまらず、たまったら拠点

まで持って行くのに大変です。自分たちで工夫すべきなのでしょうが、何かい

い方法がないかと思っているところが一つありましたので、今日の意見とし

てお願いいたします。 

 

○会長    ありがとうございます。その他よろしいでしょうか。 

 

○委員 G   町内会、自治会でごみの環境部で、ステーションの残量や曜日が違うなど

様々な項目を毎月市に報告しています。新体制になるとどのように設定して

いくのでしょうか。今は収集日が 2 回で、週 1 回、月末に週 1 回チェックし

てもらっています。週 2 回なので、どちらの曜日でもいいですとお願いしてい

ますが、今後、ペットボトルや生ごみなど毎日になり、どのようにチェックし

ていくのかということも考えていただけるのでしょうか。 

 

○会長    実際の、自治会さんと町内会の運営面のことですね。 

 

○事務局   来年からのというところで、現在は月 1 回まとめて収集しているところで

すが先ほどの資料の（3）不適正ごみの取扱いで検討しているところは収集日

が週 5 回で、ごみステーションを利用する頻度も上がりますので、今の運用で

ためておくのは厳しいだろうと。自治会町内会の負担が大き過ぎるのではな

いかということで、曜日間違えでしたら次の収集日に持っていきます。資源ご

みの中に、普通ごみで出すべきものが混ざっているごみ、これは本来、月末ま

で残しておくのですが、例えば翌週だとか、1 回置いてシールを貼って周知期

間を設けて、今までよりは早く回収する必要があるかと考えています。1 番、

懸念される差額シールを貼らない料金不足のごみが出された場合、これはや

はり手数料負担の公平性を保つためにも、すぐ持っていってしまうと、シール

を貼らなくても、持っていくじゃないかとなっても困りますので、これは長く

置かなければ駄目かなと考えております。始めてみて様子を見ながら、また収

集業者さんと相談して検討することを考えています。 

 

○会長    ありがとうございます。それでは、次回審議会日程について事務局から説明

をお願いいたします 

 

○事務局   次回の開催日程ですが、11 月前後を予定しております。説明会での内容質

問等や進捗、令和 5 年度清掃事業概要、昨年の実績の説明等についてご審議を
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いただきたいと考えております。しばらく空きますので近くなりましたらま

た改めて日程調整をさせていただきたいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。 

 

○会長    ありがとうございます。今年度は何回程度の開催を考えていますか。 

 

○事務局   今年は 11 月の後に最後は説明会等の報告等も考えておりますので、3 回の

予定としております。 

 

○会長    私からお願いですが 11 月まで空きますので、各団体から来ていただいてい

る、商工会さん、工業振興会さん、消費者協会さん、生活クラブ生活協同組合

さん、環境市民の会さん、エコパートナーシップの皆さん。ぜひとも市民の皆

さんへの行事の折に、呼びかけていただければと思いますし委員Ａさんも、自

治会の立場だということで積極的に、本当にすぐ 11 月になって、どうしよう

となるのが目に見えていますので、ぜひともご協力のほどよろしくお願いい

たします。それでは本日、これで全て議論が終わりましたので第 1 回の審議会

を終わります。ありがとうございました。 

 

 

《１９時３０分閉会》 

 

以上、会議の顛末を記録し、正確を期するためここに署名する。 
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